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ある＂ABC＂や，ダンスによって動作と英語を結び付けることができる＂Head, Shoulders, Knees and Toes＂などの，英語圏
の幼児向けの曲を導入に用いることにした。そして，これらの音楽を通して英語に少し慣れるようにしてから，生活年齢に応じ
た難易度の＂Sukiyaki＂を取り入れたのである。しかし今後は，連続性を確保する点から，“Sukiyaki＂などの通常校の教科書に
載っているような曲をより多く使っていくことが必要になると考える。英語の幼児教材から英語の生活年齢に合った教材へと，
内容の難しいものへ発展させていくためには，年間を通したＰＤＣＡサイクルで，重複障害児が学びやすいように授業をデザイ
ンしていくことが課題である。
　⑶　手立て
　今回は「関わりや雰囲気作り」，「視覚」，「聴覚」の観点で設定した。しかし，英語の歌詞に応じて，「触覚」の視点から物を
触らせたり，「嗅覚」の視点から香りがあるものを提示したりするなど，他の感覚も積極的に活用した指導にすれば，より生徒
の興味を引き，楽しい気持ちを表出する場面を増やすことができるのではないかと感じた。また，今回用いたそれぞれの手立て
についても，テンポのよい曲と落ち着いた曲を混ぜるのではなくダンスを取り入れたアップテンポの曲を多用したり，日本語版
と英語版の曲を対比させるのではなくオールイングリッシュの構成にしたりするなど，他の手段の方が効果的であった可能性も
ありえる。生徒の様子を見ながら，試行錯誤して工夫していくことが大切である。
　⑷　交流及び共同学習などへの発展
　学校で英語を学ぶ機会が定着していくと，交流及び共同学習では近隣の通常校の生徒と一緒に英語の音楽を聴いたり，ダンス
をしたりしながら，一緒に英語を学ぶことができるのではないかと考える。むしろ，ビートルズやマイケル・ジャクソンといっ
た世界的に人気な英語の曲を，通常校の生徒よりも重複障害児の方が楽しむことができることもあるかもしれない。そのような
ことがあれば，互いの印象が変わってより尊重し合い，さらに意欲的な英語学習へと結びつくと考える。また，ＡＬＴと交流し
てネイティブの英語にふれることも面白い。声の質も外見も違う人と関わることで，人間関係の広がりを期待することができる
だろう。そして，英語圏の映画やアニメなどを通して外国の文化にふれる場を設けたり，地域に住む外国人と交流する行事を
行ったりすることもできると考える。英語を学んだ後の展開には，これらのような様々な可能性があると期待できる。
　本研究は，筆者にとって初めて，英語教材を取り入れた重複障害児の指導となった。指導を計画するにあたって，参考となる
実践はほとんどなく，イメージをもつことが困難だった。しかし，冒頭でも述べたように，今後は共生社会の実現に向けて，同
じ生活年齢の生徒が共通した教材を使って学習することや，通常校，特別支援学級，特別支援学校の間で連続性を意識した指導
などがますます重要となってくる。そして，東京オリンピック・パラリンピックの開催やグローバル化の進行により，世界共通
言語である英語の必要性がより高まっている。健常者でも障害者でも，障害の程度にも関わらず，英語を学ぶ機会を増やしてい
くことが大切であり，今後も英語教材を取り入れた指導の工夫に取り組んでいきたい。
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